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『リーンハルトとゲルトルート』
小説に描かれた理想像―家族、国家、そして教育

三 浦 啓

国立国会図書館の蔵書から

　

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
（Pestalozzi, Johann H

einrich, 

１
７
４
６
‐
１
８
２
７
）
と
い
う
人
名
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
教
師
に
な
る
た
め
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ

る
人
で
あ
れ
ば
、
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
、「
近
代
の
教
育
思
想

と
学
校
に
お
け
る
初
等
教
育
の
基
盤
を
築
い
た
教
育

思
想
家
、
教
育
実
践
家（

１
）」
と
さ
れ
る
人
物
で
す
。
今

回
ご
紹
介
す
る
本
は
、
そ
ん
な
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の

代
表
的
著
作
の
一
つ
、Lienhard und G

ertrud

（『
リ
ー
ン
ハ
ル
ト
と
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
』） 

で
す
。

　

ス
イ
ス
に
生
ま
れ
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
、
神
学
や

法
学
を
志
し
た
後
、
重
農
主
義
の
影
響
を
受
け
て
農

場
を
開
く
と
と
も
に
、
救
貧
院
を
開
き
、
貧
し
い
子

ど
も
に
読
み
書
き
や
糸
紡
ぎ
を
教
え
よ
う
と
し
ま

し
た
。
こ
の
試
み
は
経
営
難
に
よ
っ
て
失
敗
し
ま

し
た
が
、
こ
の
挫
折
の
後
、『
隠
者
の
夕
暮
』（D

ie 

A
bendstunde eines E

insiedlers

）
や
、『
リ
ー

ン
ハ
ル
ト
と
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
』
と
い
っ
た
著
作
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
シ
ュ
タ

ン
ツ
で
孤
児
院
を
短
い
間
開
い
た
後
、
ブ
ル
ク
ド
ル

フ
や
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
で
学
園
を
営
み
、
自
ら
の
教
育

思
想
の
実
践
に
そ
の
生
涯
を
費
や
し
ま
し
た
。
学
園

に
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
や
フ
レ
ー
ベ
ル
と
い
っ
た
教
育
学

に
顕
著
な
貢
献
を
な
し
た
人
物
も
訪
れ
て
お
り
、
ペ

ス
タ
ロ
ッ
チ
の
思
想
と
実
践
は
、
そ
の
後
の
教
育
の

発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、『
リ
ー
ン
ハ
ル
ト
と
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
』
は
、

今 月 の 一 冊

3巻の標題紙。「PROGYMNASIUM SCHEYERN Lehrerbibliothek」
（シェイエルン・プロギムナジウム教師図書館）のものと

思われる印が押されている。

Lienhard und Gertrud : ein Buch für 
das Volk
by Johann Heinrich Pestalozzi, Berlin : G.J. Decker, 
Leipzig : G.J. Decker, 1781-1785　3 v. : music ; 17 cm
<請求記号 FC32-A67>



2国立国会図書館月報 734号 2022.6

根
は
善
人
な
が
ら
酒
に
だ
ら
し
な
い
石
工
リ
ー
ン
ハ

ル
ト
の
妻
、
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
を
中
心
に
、
一
家
が
住

ま
う
ボ
ン
ナ
ル
村
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
が
、
教

育
を
通
じ
て
改
善
さ
れ
て
い
く
、と
い
う
物
語
で
す
。

　

ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
は
、
聡
明
な
女
性
と
し
て
描
か
れ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
生
活
に
必
要

な
知
恵
を
教
え
、
家
計
を
う
ま
く
切
り
盛
り
す
る
ほ

か
、
夫
リ
ー
ン
ハ
ル
ト
を
酒
に
お
ぼ
れ
さ
せ
、
賭
博

に
誘
う
代
官
の
不
正
を
領
主
に
直
訴
す
る
等
で
す
。

ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
の
直
訴
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
領

主
は
村
に
は
び
こ
る
不
正
を
た
だ
し
、
貧
困
に
あ
え

ぐ
家
を
救
う
諸
々
の
施
策
を
行
い
、
学
校
を
設
立
し

ま
す
。
こ
の
学
校
に
お
け
る
教
育
の
範
と
さ
れ
る
の

が
、
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
の
家
庭
に
お
け
る
教
育
で
す
。

ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
の
家
庭
教
育
は
、
言
葉
や
算
術
の
ほ

か
糸
紡
ぎ
と
い
っ
た
労
働
の
術
を
日
常
の
生
活
を
通

し
て
教
え
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
が
家
庭
の
枠
を
超

え
て
村
全
体
に
広
ま
る
こ
と
で
、
貧
困
状
態
が
改
善

さ
れ
、ボ
ン
ナ
ル
村
全
体
が
良
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
思
想
の
根
底
に
は
教
育
に
よ
る

社
会
改
革
の
思
想
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
は
理
想
の
教
育
を
〝
家
庭
〟、
特
に
、
ゲ
ル

ト
ル
ー
ト
の
よ
う
な
、
子
供
た
ち
へ
の
母
の
配
慮
が

行
き
届
い
た
家
庭
に
求
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
本
書
で
述
べ
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
も

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
間
の
家
庭
の
喜
び
は
地
上
で
最
も
美
し
い
も
の

だ
。
子
供
た
ち
に
つ
い
て
の
両
親
の
喜
び
は
人
類
の
最

も
聖
な
る
喜
び
だ
。
（
略
）
そ
の
喜
び
は
人
類
を
天

に
い
ま
す
父
に
ま
で
高
め
る
。
だ
か
ら
主
は
そ
の
よ

う
な
喜
び
の
涙
を
祝
福
し
、
人
々
に
、
彼
ら
の
子

供
た
ち
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
父
の
誠
実
と
、
あ
ら
ゆ

る
母
の
配
慮
と
の
報
い
を
す
る
の
だ

（
３
）

。

　

本
書
か
ら
は
、
聡
明
な
君
主
の
も
と
で
の
家
父
長

主
義
的
な
改
革
に
対
す
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
期
待
が

読
み
と
れ
ま
す
が
、
そ
の
期
待
は
現
実
の
も
の
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
で
、
教
育
を
通
じ
て
目

前
の
貧
困
状
況
を
脱
し
、
地
域
社
会
、
さ
ら
に
は
国

全
体
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、
近
代
以
降
の

教
育
制
度
に
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
代
で
は
、
教
育
の
あ
り
方
、
社
会
の
あ
り
方
、

家
の
あ
り
方
、
様
々
な
も
の
が
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
時

代
と
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
育
の

大
切
さ
、
社
会
を
よ
り
良
い
も
の
と
し
て
い
く
精
神

は
、
今
と
は
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
思
想
が
詰
ま
っ
た
、
と
て
も
古
い

こ
の
一
作
、
い
ま
い
ち
ど
、
素
朴
に
読
ん
で
み
る
の

も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全部で4巻（第1巻：1781年、第2巻：1783年、第3巻：1785年、
第4巻：1787年）のうち、国立国会図書館では第3巻まで所
蔵しています。本書は小説ではありますが、随所でペスタロッ
チの思想が直接的に表現されており、彼が目指す社会改革の
マニフェストめいた側面もあります。また、本書は先立って
刊行された『隠者の夕暮』で示されたペスタロッチ教育思想
の原理を敷衍したものであるとも評されます 2。
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久保天随 著『酔人の妻』育成会　明治 34
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/886939（モノクロ画像）

「 ペ ス タ ロ ツ チ 先 生 誕 辰
百六十年紀念会記」6 には、
その紀念会の様子が刻明に
記録されていて、澤柳を始
めとした教育者の挨拶や、
当日歌われた「ペスタロッ
チの歌」の楽譜まで掲載さ
れています。

　日本から遠く離れた 18 世紀ヨーロッパの教育家、ペスタロッチの教育
思想や教育実践は、我が国においてどのような影響を与えたのでしょう。
　わが国では、明治維新と学制の頒布によって、近代的な学校教育がス
タートしました。アメリカから来日したお雇い外国人スコット（Scott, 
M.M.）が、アメリカで発達したペスタロッチの教育方法に基づく教授法

（開発教授）を導入し、学制草創期の学校教育に影響を与えました 4。
　その後、明治 30 年代頃から、ペスタロッチは、理想の教育者の像とし
てわが国の教育界で積極的に紹介されるようになりました。成城学園の
創設者としても知られる教育者の澤柳政太郎は、ペスタロッチに傾倒し
ており、ペスタロッチの人物像を日本に広く知らしめました。たとえば、
澤柳は著書、『教育者の精神』（1895）で「教育者皆ペスタロッチたるを
得べし」と題した章を設け、「大教育者」ペスタロッチの生涯を紹介して
います。『ペスタロッチ』と題する伝記本を出版していることからも、そ
の傾倒ぶりは見て取れるでしょう。1906年には、澤柳ら教育者たちが、「ペ
スタロツチ先生誕辰百六十年紀念会」5 を挙行しており、当時の教育者た
ちの思いが垣間見えます。

　ペスタロッチが澤柳ら教育者によって祭り上げられたこと
には、当時の教育者の待遇や社会的地位が良くなかったこと
が、一つの要因としてあるようです。澤柳は開会の辞のなか
で「翻つて我が今日の国民教育の状況を考へて見ますれば未
だ理窟からして考へる通りには社会から十分なる尊敬も受け
て居らない、其の素養に対して、其の職務の重大なる所に相
応するだけの待遇も受けて居らないと云ふ事もあります」と
述べ、教師の社会的地位の低さや待遇を嘆いています。その
うえで、「若し一と度ペスタロツチ先生の性行を追想して見
ましたならば、少しも不満足な事を言ふやうなことはなく、
大いに自ら慰めることも出来」と述べています。ペスタロッ
チが理想の教育者とされた背景には、当時の教育者たちが、
艱難辛苦に耐え貧民教育に尽くしたペスタロッチの姿と、自
身らの境遇とを重ねて見ていたのかもしれません。

　『リーンハルトとゲルトルート』の初めての邦訳と推測されます。久保天随
の翻訳によって『酔人の妻』（1901）というタイトルで刊行されました。この
邦訳本は大変売れ行きが良かったらしく、かなり版を重ねたようです。ちな
みに、初版ではリーンハルトは「レオナルド」と訳されています。大正 3（1914）
年の「改 22 版」7 では、さらに『隠者の夕暮』の翻訳まで付されています。

（右）澤柳政太郎 著『教育者の精神』富山房　明
治28　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/809720

（モノクロ画像）
（左）澤柳政太郎、 広沢定中 著『ペスタロッチ』

金 港 堂　 明 治30　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/782446（モノクロ画像）

日本における受容、理想の教育者ペスタロッチ

1 渡邉満「ペスタロッチ」 教育思想史学会 編『教育思想事典　増補改訂
版』勁草書房　2017　pp.699-703<請求記号 F2-L104>
2 シュプランガー（吉本均 訳）『教育の思考形式―ペスタロッチー研究―』
明治図書　1962　p.29<請求記号 371.1-cP47Sk-Y>
3 邦訳はペスタロッチー 著、長田新 編『ペスタロッチー全集 第 2 巻』
平凡社　1959　（「リーンハルトとゲルトルート 第一部」）p.211<請求記
号 370.8-cP47p-O>を参照した。
4 「三　小学校教育の内容と方法」文部省 編『学制百年史』帝国地
方 行政学会　1972　文部 科 学省ウェブサイト　https://www.mext.
go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317589.htm

5 初等教育研究会 編『教育研究』23号　1906.2<請求記号 Z7-164>
明治から昭和初期における「ペスタロッチ・ブーム」の様相について
は、寺岡聖豪「1920 年代日本におけるペスタロッチの影響」『福岡教育
大学紀要　第四分冊 教職科編』55号　2006.2　pp.79-94<http://hdl.
handle.net/10780/79>が詳しい。
6 同上、『教育研究』23号
7 ハインリッヒ・ペスタロッチー（久保天随 訳）『酔人の妻と隠者の夕暮　
改 22 版』育成会　大正 3　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/937035
※URLの最終アクセス日：2022 年 4月6日
※引用の旧字は新字に、旧仮名づかいはママとしました。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/886939
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/809720
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/782446
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/782446
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317589.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317589.htm
http://hdl.handle.net/10780/79
http://hdl.handle.net/10780/79
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/937035
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国立国会図書館が
赤坂離宮にあった頃

　

昭
和
23（
１
９
４
８
）年
に
開
館
し
た
国

立
国
会
図
書
館
、
そ
の
と
き
は
永
田
町
で

は
な
く
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
36（
１
９
６
１
）

年
に
永
田
町
に
庁
舎
が
で
き
る
ま
で
は
、

現
在
の
迎
賓
館
で
あ
る
旧
赤
坂
離
宮
に

あ
っ
た
の
で
す※

。

　
戦
後
、
赤
坂
離
宮
が
皇
室
の
も
の
で
な

く
な
り
、
当
時
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
も
あ
っ

て
、
国
立
国
会
図
書
館
や
法
務
庁
な
ど
が

入
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
向
か
っ

て
左
半
分
が
国
立
国
会
図
書
館
で
、
一
階

を
事
務
ス
ペ
ー
ス
、
二
階
を
閲
覧
室
に
あ

て
ま
し
た
。

　

ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
壮
麗
な
建
築

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
な
く
ト
イ
レ
も
少

な
く
、
図
書
館
と
し
て
利
用
す
る
に
は
不

向
き
で
し
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

の
下
に
ぎ
っ
し
り
と
埋
ま
っ
た
閲
覧
者
の

様
子
か
ら
は
、
戦
後
の
活
字
へ
の
渇
望
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
当
時
の
写
真
と
現
在
の
写
真
、
そ
し
て

当
時
執
筆
さ
れ
た
も
の
、
思
い
出
を
執
筆

し
た
文
献
か
ら
、
赤
坂
離
宮
に
あ
っ
た
頃

の
国
立
国
会
図
書
館
の
草
創
期
を
ふ
り
か

え
り
ま
す
。

※三宅坂分室、支部上野図書館を含めた３館体制
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赤坂離宮とは
・江戸時代、紀州徳川家の江戸中屋敷がありました。
・明治時代、洋風の東宮御所建設の気運が高まります。
・�明治32（1899）年着工、十余年の歳月と総工費510万円を
かけて明治42（1909）年に完成しました。

・建築の総指揮をとったのは片山東熊です。
・�ネオ・バロック様式で地上2階、地下1階。鉄骨レンガ造り。
外部はすべて花崗岩で覆われており、壁は厚いところで1.8m、
薄いところでも50cm以上、建物面積の約3割が壁と言われ
ています。

カラー写真の出典：内閣府迎賓館ウェブサイト（以下同）

大阪毎日新聞社�編『答礼使御来朝記念写真帖　中巻』
大正11　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/967729

赤坂離宮

国会議事堂

三宅坂分室

当時の赤坂離宮近辺の略図。最寄り駅は国電四ツ谷、都電
若葉町一丁目。�
国立国会図書館一般考査部�編『国立国会図書館利用のてび
き　主として一般利用者のために』春秋会�(国立国会図書館
内)　1954<請求記号�016.11-Ko5482k>（以下●印の写真
はこの資料から採録）

●●

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/967729
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羽衣の間羽衣の間

★★

離宮時代は舞踏室でした。オーケストラ・ボックスがあるのが特徴

です。残された写真では、展示会やレセプションが行われています。

鈴木隆夫第2代館長

『国立国会図書館案内』より昭和24（1949）年2月時点の平面図
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花鳥の間花鳥の間

質
素
な
夏
服
を
着
た
心
も
姿
も
清
潔
な
人
々
が
蛍
光
灯
の
と
も
し
び
の
下
で
、
身
体
を
少
し
前
か
ゞ
み
に
し
て
心
を
奪
わ
れ
た
る
人
の
よ

う
に
書
物
と
組
合
つ
て
居
る
。（
略
）
ド
ー
ア
の
外
か
ら
ひ
そ
か
に
こ
の
姿
を
覗
い
て
み
る
と
た
ん
に
、
私
の
全
精
神
が
緊
張
し
、
骨
や
筋

肉
が
音
を
た
て
て
き
し
め
く
よ
う
な
気
が
す
る
。（
略
）
こ
の
よ
う
に
沢
山
な
人
が
全
精
神
を
も
つ
て
生
甲
斐
を
発
見
し
て
居
る
の
を
思

う
と
、
一
切
の
不
平
は
飛
び
去
つ
て
、
自
分
の
喜
び
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

金
森
徳
次
郎
「
図
書
館
人
の
鬼
の
相

―
我
が
三
十
二
相
（
九
）

―
」

離宮時代は大食堂でした。格天井にも、壁の楕円形の七宝に

も花鳥が描かれています（七宝の下絵は渡辺省亭）。国立国

会図書館時代は開架式の一般閲覧室でした。
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★

★
★

★

彩鸞（采鸞）の間彩鸞（采鸞）の間

階段階段

正面玄関真上の部屋です。離宮時代は「第

二客室」と呼ばれていました。国立国会

図書館時代はレコードコンサートなどの

催しものが行われていました。

開館10周年記念式典であい
さつする金森徳次郎初代館長

真
実
と
は
何
ぞ
や
、
ト
ゥ
ル
ー
ス
と
は
何
ぞ
や
。（
略
）
我
々
は
そ
の
真
理
を
運
搬
す
る
い
わ
ば
車
夫

真
実
と
は
何
ぞ
や
、
ト
ゥ
ル
ー
ス
と
は
何
ぞ
や
。（
略
）
我
々
は
そ
の
真
理
を
運
搬
す
る
い
わ
ば
車
夫

金
森
徳
次
郎　

開
館
十
周
年
記
念
式
典
挨
拶

金
森
徳
次
郎　

開
館
十
周
年
記
念
式
典
挨
拶

●●
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朝日（旭日）の間朝日（旭日）の間

エジプトの間エジプトの間

戦前には宮内職員として赤坂離宮に勤務した経験があり、

戦後は同じ建物で国立国会図書館に勤めた職員は、「昔の

赤坂離宮を回想すると（略）饗宴の後、人々は喫煙室であ

るエジプトの間に集まり、香り高いシガーの紫煙、かぐわ

しい珈
コーヒー

琲の匂いの中にハイソサエテーの交歓が行なわれま

す。」「それから幾星霜、国立国会図書館の一員となった私

はその時エジプトの間におりました。／眼に映るこの客間

は色あせたと言え天井のシャンデリアも、窓のステンドグ

ラスも、壁画も、そして床の寄木も昔の面影を残しており

ます。／しかし、今ここにいる人たちは昔の階層とは全く

違った階層の人々で」とその変化に驚いています。
河内巌「赤坂時代の追憶」『国立国会図書館月報』120号　1971.3<請求記号�
Z21-146>

壁にはエジプトの風物が描かれるなど、

近東風のデザインが施されている部屋

です。離宮時代は食後の喫煙室でした。

国立国会図書館時代は、公式の集会場

として使われていたそうです。写真に

は、会合であいさつする金森館長や、

レセプションに参加する人たちが写っ

ています。

離宮時代は「第一客室」とよばれ、謁見の間でし

た。天井に描かれた女神の背景に朝日があること

から、この名前がつきました。国立国会図書館時

代は、定期刊行物閲覧室として利用され、美しい

壁紙や柱の間に雑誌の書架が所せましと並んでい

ます。

京都西陣製の紋ビロード織

●●●●

『写真公報』3巻
20号　大蔵印刷
局　1956.10< 請
求記号�Z23-37>
（以下▲印の写
真はこの資料か
ら）

▲▲
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「聞くところによれば閲覧者を呼ぶために図書

館の宣伝をハトバス観光のルート内に入れて参

観させ……当時、入館者が二四〇名ぐらい、参

観者が四〇〇名以上はあったと記憶しておりま

す。」
横川兵吾「茫々二十有余年」『国立国会図書館月報』151号　
1973.10<請求記号�Z21-146>

「かねて覚悟はしていたもののまつたく

迷宮だ。さきほどの電話で教えられたと

おり玄関を入つたことは入つたのだが、

廊下の曲り方をまちがえてね。さんざん

うろついたあげくやつとたどり着いた仕

末さ。」
佐藤達夫「宮殿の法令工場」『旬刊時の法令解説』18
号�4月3日　1951.4<請求記号�Z2-50>

英文学者由
ゆ ら

良君
きみよし

美は、若き日に、当時は新着洋書

閲覧室であった「狩の間」を利用した思い出をこ

う語ります。

「ここ「狩の間」は、まだ冷戦が始まる前の、民

主主義という言葉がそれだけで美しい未来を暗示

する呪文でありえた、今では考えられない記念

すべき一時代の姿が、書物の選ばれ方となって現

象した小宇宙だったのだ。（略）静かで、豪奢で、

食欲をそそる知的対象が、ひとりで読むには果て

しないほど充満した空間だった。わたしは夢中に

なって読み、帰るのが辛かった。それほど当時の

自分の身辺の貧困さと、この部屋との間には遠い

遠い距離があった。」
由良君美「消えた三つの至福の部屋」『みみずく偏書記』筑摩書
房　2012<請求記号�US61-J179>

●●

▲▲
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「参議院調査部から国会図書館への移籍組の一人とし

て、机や椅子を満載したトラックと共に、ほとんど無人

に等しかった赤坂離宮に乗り込んだのは、昭和二三年の

三月だったと思う。ベッド、バス、机、椅子等の調度品

もほとんど手つかずだった赤坂離宮は、戦後の荒廃下に

暮していた当時のわれわれには、全くお伽の館をみるよ

うで、あちこちの部屋を覗いて廻り、挙句は、屋根裏（両

側に丸太の手摺を持った幅一米余の板の廊下があった）

にまで昇った。そして各自が気に入った部屋を占拠し、

机や椅子を運び込んだ。しかし、そんな期間はほんの数

日で、ここは館長室、ここは会議室等と決められ始め、

追い立てを食ってしまった。」
勝原文夫「調査局に調査マンとして生きて」『国立国会図書館月報』313号　
1987.4<請求記号�Z21-146>

「館長は時々私共に言われました。

国立国会図書館はあなた達のお蔭で

無から有が生まれたよ、と。感激で

した。」
岡田温「斯くして国立国会図書館は生まれ出た」
『国立国会図書館月報』329号　1988.8<請求
記号�Z21-146>

新
年
度
の
予
算
で
は
、（
略
）
私
も
夜
半
ま
で
皆
の
帰
る
の
を
た
だ
一
人
待
つ
日
が
多
か
っ
た
。

赤
坂
離
宮
の
全
館
に
人
一
人
い
な
い
夜
、
た
だ
一
人
（
宿
直
は
二
人
い
る
が
）
待
っ
て
い
る
と
、
し
み

じ
み
自
分
の
肩
に
荷
な
っ
て
い
る
も
の
の
重
さ
を
思
い
、
こ
こ
に
自
分
の
命
を
捨
て
る
の
だ
と
い
う

思
い
が
、
切
々
と
し
て
迫
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。

中
井
正
一
「
国
会
図
書
館
の
こ
の
ご
ろ
」

執務中の中井正一初代副
館長。昭和25年。

赤
坂
離
宮
に
で
き
た
国
立
国
会
図
書
館
も
、
遠
い
遠
い
、
人
間
の
血
汐
の
な
か
に
そ
だ
っ
て
き
た
、

言
葉
の
も
つ
大
き
な
つ
と
め
を
せ
お
っ
て
、
日
本
の
戦
いへ
の
か
ぎ
り
な
い
悔
い
の
し
る
し
と
し
て
立

ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

中
井
正
一
「
生
ま
れ
変
っ
た
赤
坂
離
宮
」

1948年、発足直後の当館を
援助するために来日したロ
バート・B・ダウンズ米国イリ
ノイ大学図書館長と職員。中
央のダウンズの向かって左に
金森館長、右に中井副館長。
金森の左、一人おいた女性
は当時ダウンズの通訳をつと
めていた福田なをみ。
画像提供：University�of�Illinois�
Archives
https://archon.library.illinois.
edu/index.php?p=digitallibrary/
digitalcontent&id=12690

https://archon.library.illinois.edu/index.php?p=digitallibrary/digitalcontent&id=12690
https://archon.library.illinois.edu/index.php?p=digitallibrary/digitalcontent&id=12690
https://archon.library.illinois.edu/index.php?p=digitallibrary/digitalcontent&id=12690
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◆参考文献
渋川驍「深紅の絨緞を伝つて―国立国会図書館中央館（旧赤坂離宮）点描」『読
書春秋』3巻6号　1952.6<請求記号�Z21-155>
福田恒存「国立国会図書館」井上友一郎�編『東京通信』黄土社　1954<請
求記号�915.9-I467t>
吉国一郎「赤坂離宮にいた頃〔内閣法制局〕」『時の法令』700・701号　
1970.1<請求記号�Z2-50>
古田裕繁「迎賓館赤坂離宮の紹介Q&A」『Estrela』66号　1999.9<請求記号�
Z24-B120>
児島由美子「赤坂離宮の室内装飾の調達・製作実態」『日本建築学会計画系
論文集』603号　2006.5<請求記号�Z16-107>

◆引用出典
金森徳次郎　「図書館人の鬼の相―我が三十二相（九）―」『読書春秋』
4巻９号　1953.9<請求記号�Z21-155>、「開館十周年記念式典」『国立国会図
書館三十年史　資料編』国立国会図書館　1980<請求記号�UL214-7>、中井
正一「生まれ変った赤坂離宮」中井正一�著，中井浩�編『論理とその実践�組
織論から図書館像へ』てんびん社　1976（第2版）、「国会図書館のこのごろ」
『中井正一全集　第4巻（文化と集団の論理）』美術出版社　1981<請求記
号�K25-59>

◆背景帯の出典
イラストAC　https://www.ac-illust.com/

永田町庁舎の懸賞建築設計・応募作品の審査
（右が金森館長）

永田町庁舎への移転作業

https://www.ac-illust.com/
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図
書
館
協
力
課
研
修
交
流
係
は
、
図
書
館
員
の
方
向
け

の
各
種
研
修
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
自
分
が

教
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
当
館
に
集
ま
っ

て
受
け
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
研
修
」
な
ら
、企
画
、

広
報
、
各
種
連
絡
、
資
料
印
刷
、
座
席
に
は
当
日
使
う
パ

ソ
コ
ン
を
並
べ
、
廊
下
に
は
会
場
へ
の
誘
導
サ
イ
ン
を
立

て
、
受
付
で
は
ニ
ッ
コ
リ
出
迎
え
、
質
疑
で
は
マ
イ
ク
を

持
っ
て
走
り
…
…
等
々
。
裏
方
な
が
ら
、
各
地
の
図
書
館

の
方
と
お
会
い
で
き
る
の
が
毎
回
の
楽
し
み
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
２
０
年
春
の
こ
と
。
ご
存
知
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
準
備
し
て
い
た
研
修
は
次
々
中
止
。
次
の
研
修
の

企
画
を
立
て
よ
う
に
も
、
集
ま
る
こ
と
自
体
が
た
め
ら
わ

れ
る
状
況
に
し
ば
し
頭
を
抱
え
ま
し
た
。
大
学
で
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
始
ま
っ
た
と
い
う
話
を
ち
ら
ほ
ら
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
頃
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
研
修
も
、

と
も
か
く
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
舵
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
に
し
ろ
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。
触
っ
た
こ
と
も

な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
で
、
ま
ず
は
マ
イ
ク
と
カ

メ
ラ
の
使
い
方
か
ら
練
習
。
講
師
を
務
め
る
職
員
は
東
京

本
館
、
運
営
を
行
う
こ
ち
ら
は
関
西
館
か
ら
の
接
続
。
参

加
者
の
姿
が
見
え
な
い
の
も
不
安
で
す
。
当
日
あ
り
う
る

ト
ラ
ブ
ル
は
何
か
、
質
問
は
ど
う
受
け
付
け
る
か
…
…
リ

ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
す
か
た
わ
ら
、
ハ
ウ
ツ
ー
本
を
読
ん

だ
り
、
他
機
関
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
て
み

た
り
、
手
探
り
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
幸
い
当
日
は
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
終
わ
り
、
参
加
者
に
も
好
評
で
し
た

（
ホ
ッ
）。

　

と
こ
ろ
で
最
近
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
研
修

が
始
ま
っ
た
頃
の
こ
と
を
知
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
度
、当
時
の
名
前
は
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
」

で
す
。
当
時
の
担
当
者
は
文
献
で
下
調
べ
を
し
、
研
究
者

に
ご
意
見
を
伺
い
議
論
を
重
ね
て
、
一
か
ら
企
画
を
練
り

ま
し
た
。
申
込
み
受
付
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
郵
送
だ
っ
た
時
代
で

す
か
ら
、
運
営
も
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
研
修
名
も
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
、
そ
れ
か
ら
変
更
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
歴

代
担
当
者
は
や
は
り
そ
の
時
々
で
一
番
よ
い
方
向
を
目
指

し
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
大
き
な
流
れ
か
ら
見
て
み
る
と
、
こ
の
２
年

の
悪
戦
苦
闘
も
、
時
代
に
あ
わ
せ
た
変
化
の
一
部
と
い
え

ま
す
。
み
ず
か
ら
選
ん
だ
と
い
う
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に
迫
ら

れ
て
の
決
断
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
新
し
い

試
み
の
生
ま
れ
る
場
面
に
居
合
わ
せ
た
の
は
結
果
と
し
て

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
体
験
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
。
他
の
図
書
館
の
皆
さ
ん
に
会
え
る
、
集
ま

る
研
修
の
ほ
う
も
、
や
っ
ぱ
り
恋
し
い
担
当
者
な
の
で
し

た
。

（
図
書
館
協
力
課 

研
修
交
流
係　

交
流
も
し
た
い
）

オンライン研修までの
道のり

Before

After
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旧蔵者は誰？！

松
平
慶
民
の
蔵
書

あの人の蔵書

曽
木
颯
太
朗

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
１
９
４
０
年
代
後

半
か
ら
１
９
５
０
年
代
前
半
の
新
刊
洋
書
の

購
入
が
困
難
な
時
期
に
も
、
主
に
寄
贈
や
移

管
と
いっ
た
手
段
に
よ
り
洋
書
の
収
集
を
続

け
て
き
ま
し
た（

１
）。
そ
の
一
部
（
請
求
記
号
が
「
特

28
」
～
「
特
41
」
で
始
ま
る
も
の
）
は
旧
蔵
者
別

に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す（

２
）。
満
鉄
調
査
課
長
を

務
め
た
佐
田
弘
治
郎
（
１
８
７
５‐１
９
５
２
）
の

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
関
係
の
旧
蔵
書
（「
特
30
」
で
始

ま
る
も
の（
３
））
や
大
蔵
官
僚
・
貴
族
院
議
員
だ
っ

た
井
川
忠
雄
（
１
８
９
３‐１
９
４
７
）
の
旧
蔵
書

（「
特
31
」
で
始
ま
る
も
の（
４
））
な
ど
旧
蔵
者
を
確

認
で
き
る
資
料
が
あ
る
一
方
、
刊
行
物
等
で

も
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
は
っ
き
り
し

た
経
緯
が
分
か
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

請
求
記
号
が
「
特
38
」
か
ら
始
ま
る
資

料
群
に
つ
い
て
も
、「
松
平
」
と
の
み
記
さ
れ

て
い
る
参
考
文
献（

５
）が
あ
る
く
ら
い
で
、
旧
蔵

者
に
つ
い
て
の
情
報
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
資
料
群
は
英
語
の
書
籍
約

２
０
０
冊
と
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ラ
テ

ン
語
の
書
籍
数
冊
か
ら
成
り
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
を
見
て
み
る
と
20
世
紀
初
頭
の
英
国
で
流

行
し
た
小
説
類
が
多
く
、
加
え
て
ナ
ポ
レ
オ

ン
な
ど
の
西
洋
の
偉
人
伝
、イ
ン
テ
リ
ア
の
本
、

日
本
に
関
す
る
洋
書
な
ど
も
あ
り
幅
広
い
分

野
に
わ
た
って
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
本
を
手
に
取
っ
て
み
る
と
多

く
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。
多
い
の
は
「m

atsudaira

」
と
つ
づ
ら

れ
た
サ
イ
ン
（
Ａ
）
で
す
が
、
中
に
は
「K

. 

m
atsudaira

」
と
記
さ
れ
た
も
の
（
Ｂ
）、

「viscount m
atsudaira

」（
＝
松
平
子
爵
）
と

書
か
れ
た
本
も
あ
り
ま
し
た
（
Ｃ
）。
さ
ら
に

同
じ
筆
跡
で
名
前
だ
け
で
は
な
く
「Balliol, 

O
xford

」（
＝
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ベ
イ
リ
オ
ル

（
ベ
リ
オ
ー
ル
）・カ
レ
ッ
ジ
）
と
い
う
書
き
込
み（
Ｄ
）

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
痕
跡
を
ま
と
め
て
い
く
と
一
人

の
人
物
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
終
戦
直
後

に
宮
内
大
臣
を
務
め
た
松
平
慶
民
（
１
８
８
２

‐
１
９
４
８
）
で
す（
６
）。「
特
38
」
の
資
料
群
は

松
平
慶
民
の
旧
蔵
書
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
す
。
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松平慶民肖像
福井市立郷土歴史博物館所蔵

A The voice of Japanese democracy; being an essay on constitutional loyalty, by Ozaki Yukio, M. P.; 
tr. by J. E. de Becker, D. C. L.; with an introduction by Marquis Ōkuma Shigenobu, Kelly and Walsh, 
ltd., 1918< 特 38-044>
B Tales of old Japan, with illustrations drawn and cut on wood by Japanese artists, by Algernon 
Bertram Freeman-Mitford, Macmillan, 1915< 特 38-068>
C The book of tea, by Kakuzo Okakura, with introduction and notes by Hiroshi Muraoka, Kenkyusha, 
1939< 特 38-031>
D The complete golfer 7th ed, by Harry Vardon, Methuen, [1906]< 特 38-0159>
※ <> 内は当館請求記号（以下同）。

　

松
平
は
福
井
藩
の
16
代
藩
主
松
平
慶
永

（
春
嶽
、
１
８
２
８‐
１
８
９
０
）
の
息
子
と
し
て

１
８
８
２
年
に
東
京
で
生
ま
れ
ま
す
。
学
習

院
で
学
ん
だ
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
ベ
イ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
進

学
し
ま
す
。
こ
の
間
、
１
９
０
６
年
に
は
父

慶
永
の
勲
功
に
よ
り
子
爵
に
叙
さ
れ
ま
す
。

帰
国
後
は
長
く
宮
内
省
に
勤
め
、
大
正
天

皇
の
侍
従
や
式
部
官
を
経
て
、
式
部
長
官
や

宗
秩
寮
総
裁
を
歴
任
し
ま
し
た
。
終
戦
直

後
の
１
９
４
６
年
１
月
に
は
宮
内
大
臣
（
宮
内

省
改
組
後
は
宮
内
府
長
官
）
に
就
任
し
、
戦
後

の
皇
室
を
支
え
ま
す
。
そ
し
て
職
を
辞
し
た

１
９
４
８
年
に
死
去
し
ま
し
た
。

　

松
平
は
華
族
・
皇
族
を
問
わ
ず
毅
然
と

し
た
態
度
で
接
し
た
こ
と
に
よ
り
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
後
に
侍
従
長
と
な
る
入
江
相
政

（
１
９
０
５‐
１
９
８
５
）
は
、
皇
族
で
あ
っ
て
も

正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
物
怖
じ
せ
ず
に
苦
言

を
呈
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
き
、
そ
の
「
天

衣
無
縫
の
、
人
を
人
と
も
思
わ
な
い
、
颯
爽

た
る
風
格
」
を
回
顧
し
て
い
ま
す（

７
）。
そ
の
一

方
で
、
長
い
英
国
暮
ら
し
か
ら
英
語
に
堪
能

で
英
国
の
事
情
に
通
じ
、
英
国
紳
士
の
風
格

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
も
い
い
ま
す
。
宮

内
官
僚
と
し
て
皇
太
子
の
外
遊
を
進
言
し
た

ほ
か（

８
）、

秩
父
宮
雍
仁
親
王
の
英
国
留
学
や

英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
６
世
の
戴
冠
式
出
席
と
いっ

た
皇
族
の
洋
行
に
も
た
び
た
び
随
行
し
て
い

ま
す
。
英
国
仕
込
み
の
テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
、ヨ
ッ

ト
に
打
ち
込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
も
あ
り
、

軽
井
沢
の
外
国
人
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
は
日
本
人

と
し
て
最
初
期
に
入
会
し
て
い
ま
す（

９
）。

　

そ
ん
な
松
平
の
旧
蔵
書
と
目
さ
れ
る
資
料

群
が
当
館
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
経
緯
は
、
今

と
な
って
は
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
。
当
館

と
の
関
わ
り
で
判
明
し
て
い
る
の
は
１
９
４
８

年
の
開
館
式
に
宮
内
府
長
官
と
し
て
出
席
し

て
い
る
こ
と
く
ら
い
で
す

（
１
０
）。

　

長
い
間
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
れ

ら
の
本
は
一
見
雑
多
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

け
れ
ど
も
そ
の
中
に
は
『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん

（
１
１
）』

の
原
書
が
あ
り
、
Ｓ
Ｆ
小
説
が
あ
り
、
英
国

の
人
気
作
家
Ｐ
・
Ｇ
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
（
１
８
８
１

‐１
９
７
５
）
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
が
あ
り
と
、
本

人
の
趣
味
と
当
時
の
流
行
が
伝
わ
っ
て
く
る

も
の
で
す
。
留
学
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
幅

広
い
洋
書
の
数
々
か
ら
は
旧
大
名
家
に
生
ま

れ
育
ち
、
宮
中
で
重
職
を
務
め
た
謹
厳
な
姿

と
は
少
し
異
な
る
意
外
な
一
面
が
見
て
取
れ

ま
す
。

AA

BB

CC

DD
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表紙に描かれた模様

■ Mounta ineer ing  and exp lorat ion  in  the 
Japanese Alps. By the Rev. Walter Weston ... 
Wi th  maps and 35 i l lustrat ions,  J .  Murray, 
1896< 特 38-0181>

日本関係資料

　イギリスの宣教師で日本での登山の普及に貢献したウォル

ター・ウェストン（1861-1940）による日本アルプスの登山記です。

『日本アルプスの登山と探検』13 の題で邦訳もある本書は 19

世紀末の浅間山や槍ヶ岳といった日本の山々の光景だけでな

く、そこに暮らす人々の様子も生き生きと描き出しています。

　著者のリーズデール卿アルジャーノン・B・ミッ

トフォード（1837-1916）は外交官として幕末

維新期の日本に駐在して日本の文化・風俗

を西洋に紹介したことで名を残し、また数奇

な生涯を送った 6 姉妹の祖父としても知られ

る人物です。本書は日本に古くから伝わる物

語を英訳して収録したもので、初版は 1871

年に刊行され「赤穂浪士の討ち入り」を西

洋に紹介した初期の例とされます 12。

■ T a l e s  o f  o l d  J a p a n ,  w i t h 
i l l u s t r a t i o n s  d r a w n  a n d  c u t  o n 
w o o d  b y  J a p a n e s e  a r t i s t s ,  b y 
Algernon Bertram Freeman-Mitford, 
Macmillan, 1915< 特 38-068>
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背表紙の一部

ＳＦ小説
　H・G・ウェルズ（1866-1946）の執筆し

た SF 小説の古典『宇宙戦争』の原書で

Sevenpenny Net Novelsという廉価版の

1冊です。印象的な挿絵は画家・デザイナー

のグラハム・シモンズ（1887-1943）の手に

よるものでカバー装画としても使われました。

特 38 には本書も含めて 7 点のウェルズ作

品が含まれており、同時代を代表する作家

であったウェルズの人気を改めて知ることが

できます。

　1930 年に書かれた 20 億年先の未来までを描く思弁的な SF

小説で『最後にして最初の人類』14として邦訳されているほか、

近年映画にもなりました。興味深いことに見返しには “write by 

our mutual friend “Cheshire Cat” Stapledon”という書き込み

が見られます。著者のオラフ・ステープルドン（1886-1950）の伝

記によれば、松平とはベイリオル・カレッジの同窓であり、親しい

関係にあったといいます 15。

■ Last and first men; a story of the near 
and far future [by] W. Olaf Stapledon, 
Methuen, [1931]< 特 38-0120>

■ The war of  the worlds,  by Herber t  George 
Wells, W. Heinemann, 1913< 特 38-0176>
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冒険小説

教科書

　フランス革命下でフランス貴族を救出しようとする英国貴族の活躍を描いた冒険小説

『紅はこべ』（the Scarlet Pimpernel）シリーズの 1 冊です。ハンガリー出身の女性作

家オルツィ（1865-1947）の執筆した本シリーズ第一作（1905 年刊）は英国ではベストセラー

となり、作品をもとにしたミュージカルが日本でものちに宝塚歌劇団によって上演されていま

す。こうした当時人気を博した冒険小説やスパイ小説があるのも本資料群の特徴です。

　ドイツ語で書かれたフランス語の教科書で

す。“Yuki Inouyé”という署名が読み取れ

ます。松平慶民夫人の幸子（1891-1948）

は外交官で駐独大使を務めた井上勝之助

（1861-1929）の養女であり、もともとその蔵

書だった可能性があります。

■ Eldorado :  a  stor y  o f  the  Scar let  P impernel  /  by  the 
Baroness Orczy, Hodder and Stoughton, [1913?]< 特 38-038>

■ L e h r b u c h  d e r  f r a n z ö s i s c h e n  S p r a c h e  a u f 
Grundlage der Anschauung, von Ph. Rossmann und 
F. Schmidt 20. Aufl, Verhangen & Klasing, 1903
< 特 38-080>
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■注

1  当館における 1960 年代までの洋書収集の歴史と特色ある資料群については
齋藤ひさ子、辻佑果、曽木颯太朗「洋書を追いかけて ( 前編 ) 帝国図書館時
代、洋書はどのように集められたか」『国立国会図書館月報』726 号　2021.10　
pp.5-15<Z21-146> を参照。
2  陶山国見「蔵書構成の実態調査およびその評価計画について」『図書館研究
シリーズ』16　1974.12　p.56<Z21-127>；国立国会図書館百科編集委員会 
編『国立国会図書館百科』出版ニュース社　1988　p.91<UL214-E4> では「個
人コレクション等」と総称されています。
3  国立国会図書館百科編集委員会　前掲書 p.319
4  同上 p.316
5  陶山　前掲論文 p.56
6  一般に「よしたみ」と読まれますが、オックスフォード大学の名簿などでは「Keimin」
と記されています。
7  入江相政「最後の宮内大臣」『文芸春秋』38 巻 2 号　1960.2　p.270 
<Z23-10>
8  波 多 野 勝 著『 裕 仁 皇 太 子ヨーロッパ外 遊 記 』 草 思 社　1998　p.21 
<GK132-G35>
9  鳴海正泰 著『テニス明治誌』中央公論社　1980　p.108<FS35-299>
10  国立国会図書館 編『国立国会図書館三十年史』国立国会図書館　1979　
p.62<UL214-7>
11  本書については齊藤史「今月の一冊 国立国会図書館の蔵書から　くまのプー
さん　20 世紀初頭の子どものための物［A.A.ミルン作］」『国立国会図書館月報』
587 号　2010.2　pp.2-3<Z21-146>も参照。
12  川内有子「欧米における「忠臣蔵」のイメージ形成　大石内蔵助の人
物 描 写について」『 国 際日本 文 学 研 究 集 会 会 議 録 』39　2015　pp.39-
53<Z42-86>
13  邦訳としてはウェストン 著、青木枝朗 訳『日本アルプスの登山と探検』 岩波書
店　1997< GC117-G31> など。
14  邦訳としてはオラフ・ステープルドン 著、浜口稔 訳『最後にして最初の人類』
国書刊行会　2004<KS171-H117>
15  Crossley, Robert Olaf Stapledon: Speaking for the Future （Syrcuse 
University Press, 1994）p.68
16  摂 津 茂 和 著『ゴ ルフ物 語 』 角 川 書 店　1960 跋　p.301<783.8-

Se199g3>；草柳大蔵「昭和の挑戦 -11- アメニティ・碧眼録 -2-」『中央公論』
106 巻 11 号　1991.11　pp.431<Z23-9> によれば神戸ゴルフ倶楽部の初期
の日本人会員でもありました。同倶楽部については益本禎朗「今月の一冊 国立国
会図書館の蔵書から INAKA　山と遊んだ居留外国人たち」『国立国会図書館月
報』730 号　2022.2　pp.1-5<Z21-146>も参照。

■全体に関わる参考文献

学習院大学史料館 編『旧華族家史料所在調査報告書 本編 4』学習院大学史
料館　1993<GB5-E106>
霞会館華族家系大成編輯委員会 編『平成新修旧華族家系大成 下巻』霞会館　
1996<GB43-G33>
福井県 編『大正昭和福井県史 下巻』福井県　1957<214.4-H7872t>

■資料の利用について
　現在特 38 の資料群は関西館で所蔵しています。国立国会図書館オンラインの
詳細検索画面で請求記号欄に「特 38*」と入力し、所蔵場所欄で「関西：総合
閲覧室・書庫」、本文の言語コード欄で英語・ドイツ語・フランス語・ラテン語を
それぞれ選択して検索することができます。一部資料は国立国会図書館デジタルコ
レクションで閲覧可能です。

■関連資料
　松平は松平春嶽関係の資料を継承しており、生前は自邸で春嶽公記念文庫とし
て保存していました。現在はこれらの大部分が福井市立郷土歴史博物館の福井市 
春嶽公記念文庫に、一部が徳川林政史研究所にそれぞれ収蔵されています。また、
複製本類は越前史料として国文学研究資料館が所蔵しています（三上一夫 著『幕
末維新と松平春嶽』吉川弘文館　2004　pp.206-207<GK81-H22>）。
　当館憲政資料室では上記春嶽公記念文庫の一部資料の複製マイクロフィルム

「松平春嶽関係文書（ＭＦ1：福井市立郷土歴史博物館蔵）」を所蔵しています。
また、別に松平慶民文書として「大正十年東宮御渡欧ニ関スル文書写」（資料番
号 1324）を所蔵しています。「憲政資料室収集文書」の目録についてはリサーチ・
ナビの次のページをご覧ください。

「憲政資料室収集文書」（https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/kennseishi
ryoushitsushuushuumonnjo.php）

※背景の出典：Paper-co　https://free-paper-texture.com/free-blue-paper-
texture/

ゴルフ

　ハリー・ヴァードン（1870-1937）は全英・全米オー

プンで 7 度の優勝を誇るプロゴルファーであり、

本書は自身によるゴルフの教本で、プレースタイ

ルの写真が多く掲載されています。松平は 1901

年頃にポーツマスでプレーし、最も早くゴルフを始

めた日本人の一人と考えられています 16。特 38

にはヴァードンの著書を含むゴルフ関連の本が複

数あり、ゴルフへの関心がうかがえるでしょう。

■ How to play golf  4th ed, by Harr y 
Vardon, Methuen, [1912]< 特 38-0160>

https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/kennseishiryoushitsushuushuumonnjo.php
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/kennseishiryoushitsushuushuumonnjo.php
https://free-paper-texture.com/free-blue-paper-texture/
https://free-paper-texture.com/free-blue-paper-texture/
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資
料
情
報
課
展
示
係
長
と
し
て
、
ど
ん
な

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

児
童
書
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
常
設
展
示
の
管
理

と
、
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
展
示
会
の

運
営
。
あ
と
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
電

子
展
示
会
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
展
示
関
係
全
部
と

い
う
こ
と
で
す
か
？

各
部
屋
の
小
展
示
は
、
各
部
屋
担
当
な
の

で
、大
き
な
展
示
担
当
と
い
う
感
じ
で
す
。

展
示
っ
て
年
に
何
回
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
資
料
展
示
が
だ
い

た
い
年
２
回
く
ら
い
。
ほ
か
の
機
関
の
資

料
を
使
っ
た
展
示
が
年
に
１
～
２
回
く
ら

い
で
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
で
あ
ま
り
で
き

て
な
か
っ
た
の
で
、
３
月
末
に
始
ま
る
展

示
が
約
１
年
ぶ
り
の
展
示
に
な
り
ま
す（

１
）。

資
料
を
使
っ
た
展
示
で
は
な
く
、
建
物
を

紹
介
す
る
も
の
な
の
で（
内
部
で
は
）「
建

物
展
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
児
童
書
が
お
好
き
と
聞
き
ま
し

た
が
、
せ
っ
か
く
国
際
子
ど
も
図
書
館

の
展
示
係
に
異
動
で
き
た
の
に
、
コ
ロ
ナ

で
あ
ま
り
開
催
で
き
な
か
っ
た
の
は
寂
し

か
っ
た
で
す
か
？

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
展
示
会
の
準
備
っ

て
企
画
展
示
の
場
合
は
１
年
前
か
ら
動
い

て
い
て
、コ
ロ
ナ
の
前
だ
と
常
に
３
本（
展

示
が
）
走
っ
て
い
る
よ
う
な
勢
い
で
、
本

当
に
激
務
だ
っ
た
の
で
。
今
予
定
し
て
い

る
ペ
ー
ス
の
方
が
じ
っ
く
り
取
り
組
め
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
、
外
国
語
の
児
童
書
展
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
か
。

は
い
。
本
当
は
去
年
の
秋
に
開
催
す
る
予

定
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
今
年
の
秋
に
開

催
し
ま
す
。

そ
の
次
も
決
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

こ
れ
か
ら
詰
め
て
い
き
ま
す
が
、
だ
い
た

い
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

展
示
の
作
業
で
楽
し
い
の
は
ど
う
い
う
と

き
で
す
か
？

今
ま
で
児
童
書
が
好
き
で
い
ろ
い
ろ
読
ん

で
い
る
方
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、

資
料
を
選
定
し
て
い
る
と
き
に
、
や
っ
ぱ

り
知
ら
な
い
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
古

い
の
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
新
し
い
本

も
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の
で
、
た
く
さ
ん

知
ら
な
い
本
が
あ
る
と
い
う
の
が
楽
し
く

て
。
書
庫
で
は
受
け
入
れ
た
年
ご
と
に
分

け
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
１
年
で
も
の
す

ご
い
た
く
さ
ん
の
本
が
並
ん
で
い
る
の
を

見
る
と
、
全
然
知
ら
な
い
本
が
あ
る
な
っ

て
驚
き
ま
す
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
に
は
詳
し
い
方
が
た

中島 美奈　国際子ども図書館　資料情報課　展示係長

平成21（2009）年 4月　 関西館　電子図書館課　ネットワーク情報第二係
平成23（2011）年10月　 関西館　文献提供課　参考係
平成27（2015）年  4月　京都府立図書館
平成29（2017）年 4月　 利用者サービス部　サービス運営課　サービス管理係
令和 2（2020）年 4月　 国際子ども図書館　資料情報課　展示係
令和 3（2021）年 4月　 国際子ども図書館　資料情報課　展示係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

no.9

Season2

利用者サービスがしたいのは、いろんな人と接するのが面白いからですね

（1）https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2022-01.html（1）https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2022-01.html
現在、展示は終了しています。現在、展示は終了しています。

※令和4年3月4日インタビュー実施※令和4年3月4日インタビュー実施

https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2022-01.html
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く
さ
ん
い
る
の
で
勉
強
に
な
り
ま
す
。
井

の
中
の
蛙
み
た
い
な
。
途
方
も
な
い
な
っ

て
思
い
ま
す
ね
。

な
る
ほ
ど
ー
。
展
示
を
見
に
来
た
人
の
反

応
は
ど
う
で
す
か
？　

じ
か
に
話
し
か
け

ら
れ
た
り
と
か
？

懐
か
し
い
絵
本
に
出
会
え
ま
し
た
と
か
、

建
物
が
い
い
で
す
ね
と
か
、
う
れ
し
い
で

す
ね
。
常
設
展
示
の
部
屋
（
児
童
書
ギ
ャ

ラ
リ
ー
）
は
昔
は
特
別
閲
覧
室
と
し
て
使

わ
れ
て
い
て
、
天
井
に
漆
喰
で
き
れ
い
な

模
様
が
入
っ
て
い
ま
す
。
私
は
入
館
す
る

前
か
ら
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
建
物
が
す

ご
く
好
き
だ
っ
た
の
で
、
建
物
展
を
担
当

で
き
る
の
は
ち
ょ
っ
と
運
命
的
だ
な
っ
て

（
笑
）。

そ
れ
は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
新
た
な
発
見

と
か
あ
り
ま
す
か
？

全
然
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
け
っ
こ
う
あ

り
ま
し
た
ね
。
た
だ
た
だ
き
れ
い
だ
な
っ

て
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
こ
う
い
う
由
来

が
あ
っ
た
の
か
、
み
た
い
な
。
国
際
子
ど

も
図
書
館
に
改
修
し
た
と
き
の
工
事
の
様

子
を
記
録
し
た
映
像
が
あ
り
ま
す
。
帝
国

図
書
館
時
代
の
意
匠
を
復
元
す
る
た
め

に
、
漆
喰
を
職
人
さ
ん
が
き
れ
い
に
し
た

の
で
す
が
、
漆
喰
職
人
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら

若
手
へ
技
術
の
伝
承
が
行
わ
れ
た
ら
し
い

で
す
。
こ
れ
だ
け
大
規
模
に
漆
喰
を
や
る

機
会
っ
て
な
か
っ
た
ら
し
く
て
。

◆　
◆　
◆

最
初
の
配
属
は
電
子
図
書
館
課
で
し
た

ね
。

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
、
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
っ
て
い
っ
て

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
保
存
す
る
事
業
を
担
当

し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
面
白
か
っ
た
で

す
ね
。
ち
ょ
う
ど
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
て
、ひ
な
ぎ
く（
東
日
本
大
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
）
の
も
と
に
な
る
よ
う
な
、
震
災

の
と
き
刻
々
と
変
わ
る
自
治
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
収
集
す
る
ぞ
っ
て
い
う
時
で
し

た
。

大
変
意
義
深
い
仕
事
で
す
よ
ね
。

で
も
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
が
し
た
く
て
、
当

時
、
京
都
府
立
図
書
館
と
か
大
阪
府
立
図

書
館
と
か
が
出
向
先
で
あ
る
と
聞
い
た
の

で
、
じ
ゃ
あ
そ
れ
や
り
た
い
で
す
！　

っ

て
手
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
ま
ず
は

文
献
提
供
課
に
異
動
に
な
っ
て
。
利
用
者

対
応
と
、
あ
と
電
話
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も

や
っ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
か
？

関
西
館
の
総
合
閲
覧
室
っ
て
、
東
京
本
館

み
た
い
に
分
野
で
部
屋
が
分
か
れ
て
い
な

く
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
い
る
と
、

全
分
野
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
。「
ほ
か
の

お
部
屋
へ
」
と
か
な
い
の
で
、
そ
こ
で
全

部
解
決
し
な
き
ゃ
い
け
な
く
て
（
笑
）、

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

で
も
い
ろ
ん
な
人
と
接
す
る
の
が
楽
し

い
？

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
が
し
た
い
の
は
、
人
が

面
白
い
か
ら
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
っ
て
こ
ん
な
本
探
し
て
る
ん
だ
、

と
い
う
驚
き
で
し
ょ
う
か
？

そ
う
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
本
当
に
い

ろ
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
が

じ
か
で
わ
か
る
の
で
。

う
ま
く
通
じ
な
か
っ
た
な
、
と
か
苦
労
も

な
い
で
す
か
？

そ
れ
も
含
め
て
面
白
い
で
す
ね
。

京
都
府
立
図
書
館
は
府
立
と
は
い
え
、
国

立
国
会
図
書
館
（
以
下
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
よ
り

小
規
模
で
す
よ
ね
。
な
ん
で
も
か
ん
で
も

や
る
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
？

ま
ず
意
思
決
定
が
速
い
の
に
感
動
し
ま
し

た
。
誰
か
著
名
人
が
亡
く
な
っ
た
ら
、
そ

の
日
の
う
ち
に
そ
の
人
の
訃
報
、
追
悼

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
る
、
み
た
い
な
。

２
年
い
た
ん
で
す
け
ど
、
１
年
目
は
閲
覧

（上）今年の秋に展示会開催予定の本のミュージアム内、エディキュールの前（上）今年の秋に展示会開催予定の本のミュージアム内、エディキュールの前
で（前ページの写真も同様）。（下）同部屋の円塔内部。で（前ページの写真も同様）。（下）同部屋の円塔内部。
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系
の
部
署
、
２
年
目
は
地
域
振
興
と
い
う

部
署
に
い
て
、
京
都
府
が
主
催
し
て
い
る

児
童
書
の
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
か
、

京
都
図
書
館
大
会
の
事
務
局
を
や
っ
た
り

し
ま
し
た
。
京
都
府
内
の
図
書
館
の
連
絡

協
力
車
、
あ
る
図
書
館
の
本
を
、
持
っ
て

い
な
い
別
の
図
書
館
に
運
ぶ
車
が
日
々

走
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
に
一
緒

に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
。
何
か
お
困
り
の
こ

と
は
な
い
で
す
か
、
最
近
ど
う
で
す
か
、

み
た
い
な
こ
と
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

営
業
さ
ん
で
す
ね
。

あ
と
楽
し
か
っ
た
の
は
、
し
し
ょ
ま
ろ
は

ん（
２
）。

自
己
学
習
グ
ル
ー
プ
で
、
ｗ
ｅ
ｂ
で

リ
ン
ク
ト
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
挑
戦
し
た

り
と
か
、w

ikipedia

の
項
目
を
増
や
そ

う
っ
て
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た
り
と

か
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
な
る
よ
う
に
、

没
年
が
わ
か
ら
な
い
人
の
没
年
を
調
査
し

よ
う
！　

っ
て
い
う「
没
年
調
査
ソ
ン（
没

年
を
調
査
＋
マ
ラ
ソ
ン
の
造
語
）」
と
い

う
の
を
や
り
ま
し
た
。

へ
え
～
～
。
休
み
の
日
に
や
る
わ
け
で
す

よ
ね
？

そ
う
で
す
ね
。
京
都
の
食
べ
物
が
出
て
る

本
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
休
み
の
日
に
本
に

出
て
く
る
京
都
の
お
店
に
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。

純
粋
に
楽
し
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
知

識
と
か
デ
ー
タ
が
増
え
て
い
く
の
は
い
い

で
す
ね
。

◆　
◆　
◆

ど
う
し
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
知
っ
た
ん
で
す
か
。

も
と
も
と
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
ま
し

た
。
私
、
京
都
の
大
学
出
身
な
ん
で
す
け

ど
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
採
用
説
明
会
ど
こ
で
や
る

か
な
っ
て
調
べ
て
い
た
ら
、
最
初
に
出
て

い
た
の
が
神
戸
の
大
学
だ
っ
た
の
で
、
ギ

リ
ギ
リ
行
け
な
く
も
な
い
な
っ
て
聞
き
に

行
き
。
そ
の
次
に
ほ
か
の
大
学
に
行
っ
て

る
友
達
が
、
今
度
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
採
用
説
明

会
、う
ち
の
大
学
で
や
る
み
た
い
よ
っ
て
。

じ
ゃ
あ
行
こ
う
か
な
っ
て
ま
た
聞
き
に
行

き
。

え
、
そ
ん
な
何
回
も
!?

そ
し
た
ら
今
度
自
分
の
大
学
で
も
や
る
っ

て
い
う
の
で
聞
き
に
行
き
…
…
で
、
私
、

３
回
説
明
会
聞
き
に
行
っ
て
い
る
ん
で
す

（
笑
）。

す
ご
い
熱
心
（
笑
）。
で
、
結
局
こ
こ
に

就
職
し
た
。

は
い
、
ご
縁
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
。

も
と
も
と
大
学
で
は
何
を
さ
れ
て
い
た
ん

で
す
か
？

行
動
心
理
学
っ
て
い
っ
て
、「
高
校
生
の

読
書
行
動
を
増
や
す
」
を
卒
論
の
テ
ー
マ

に
し
ま
し
た
。
心
理
学
で
メ
ジ
ャ
ー
な
の

は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
か
臨
床
心
理
学

だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
行
動
心
理
学

は
、
心
っ
て
目
に
見
え
な
い
よ
ね
、
見
え

な
い
か
ら
目
に
見
え
て
い
る
行
動
を
観
察

す
る
こ
と
で
心
を
理
解
し
よ
う
っ
て
い
う

も
の
な
ん
で
す
。
子
ど
も
が
泣
い
て
る
と

き
に
、
お
腹
が
空
い
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら

ご
飯
を
あ
げ
た
ら
い
い
し
、
寂
し
く
て
泣

い
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
抱
き
し
め
て
あ
げ

る
と
か
。
本
人
じ
ゃ
な
く
て
周
り
を
変
え

る
、
み
た
い
な
感
じ
の
方
が
行
動
心
理
学

で
す
。

「
高
校
生
の
読
書
行
動
を
増
や
す
」
と
い

う
の
は
、
何
を
変
え
る
と
増
え
る
？

最
初
は
た
だ
た
だ
今
週
こ
の
本
を
読
み
ま

し
た
っ
て
言
っ
て
も
ら
っ
て
、
た
だ
そ
れ

を
記
録
す
る
だ
け
。
途
中
か
ら
、
そ
れ
を

言
わ
れ
た
ら
、「
そ
の
本
、
私
も
読
み
ま

し
た
よ
」
と
か
「
面
白
い
で
す
ね
」
と
か

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
、
と
い
う
の
を

や
る
と
、
読
む
量
が
増
え
る
ん
で
す
。

へ
え
え
！　

そ
う
い
う
テ
ー
マ
を
選
ん
だ

と
い
う
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
図
書
館
で
働

き
た
い
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

昔
か
ら
思
っ
て
い
た
の
で
。
就
職
の
面
接

の
と
き
に
有
利
だ
な
と
（
笑
）

す
ご
い
戦
略
で
す
ね
。
小
さ
い
と
き
か
ら

図
書
館
希
望
で
す
か
？

そ
う
で
す
ね
、
小
さ
い
と
き
か
ら
本
に
関

わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
し

た
ね
。

で
も
図
書
館
情
報
学
科
に
は
行
か
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。

む
し
ろ
、
今
後
や
ら
な
い
だ
ろ
う
な
っ
て

こ
と
を
や
っ
て
お
き
た
い
な
っ
て
。
ア
ル

バ
イ
ト
で
も
、
販
売
の
仕
事
や
、
歯
医
者

さ
ん
の
受
付
の
お
仕
事
を
や
っ
た
り
と

（2）http://libmaro.kyoto.jp/（2）http://libmaro.kyoto.jp/

児童書ギャラリーにも美しい漆喰の天井が。児童書ギャラリーにも美しい漆喰の天井が。
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か
、
冷
凍
の
お
弁
当
を
詰
め
る
仕
事
を

や
っ
た
り
し
ま
し
た
。

け
っ
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
す
ね
。

マ
イ
ナ
ス
２
℃
の
世
界
で
す
（
笑
）。
着

込
ん
で
マ
ス
ク
し
て
給
食
当
番
み
た
い
な

エ
プ
ロ
ン
つ
け
て
、立
ち
仕
事
で
５
時
間
、

６
時
間
や
っ
て
い
ま
し
た
。

販
売
だ
っ
た
ら
い
ろ
ん
な
人
と
接
し
ま
す

ね
。

京
都
な
ら
で
は
の
お
菓
子
屋
さ
ん
で
バ
イ

ト
し
て
ま
し
た
。
そ
の
時
気
付
い
た
ん
で

す
け
ど
、
私
、
販
売
の
仕
事
向
い
て
な
い

な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

え
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

接
客
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、
人
に
も
の
を

薦
め
る
の
が
苦
手
だ
な
と
思
っ
て
。
こ
う

い
う
の
が
ほ
し
い
な
っ
て
言
っ
て
く
れ
た

ら
、
こ
う
い
う
の
が
あ
り
ま
す
よ
っ
て
言

え
る
ん
で
す
け
ど
。

ま
さ
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
す
ね
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
展
示
は
お
す
す
め
を
す
る
こ

と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

な
の
で
け
っ
こ
う
毎
度
迷
い
ま
す
ね
。私
、

こ
れ
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

み
ん
な
は
そ
う
思
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
、
と
思
っ
て
。

と
こ
ろ
で
、
思
い
出
に
残
る
児
童
書
は
な

ん
で
す
か
？

子
ど
も
の
時
に
読
ん
で
、
大
人
に
な
っ
て

再
度
は
ま
っ
た
の
が
ム
ー
ミ
ン
で
す
。
小

学
校
か
幼
稚
園
の
時
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ

け
知
っ
て
い
ま
し
た
。
近
く
の
図
書
館
に

行
っ
た
と
き
に
、
ム
ー
ミ
ン
の
本
が
あ
っ

て
、
な
ん
か
こ
れ
見
た
こ
と
が
あ
る
や
つ

だ
な
と
思
っ
て
、
借
り
て
読
ん
で
み
た

ら
面
白
く
っ
て
。
ほ
か
の
本
も
読
み
た

い
！　

っ
て
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ま
た

見
に
行
っ
た
と
き
に
そ
の
場
所
を
覚
え
て

い
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ
こ
で
、「
あ
の
ー
、

ム
ー
ミ
ン
の
本
は
ど
こ
で
す
か
」
っ
て
図

書
館
の
人
に
聞
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た

な
っ
て
い
う
の
が
最
初
の
図
書
館
の
記
憶

と
し
て
覚
え
て
い
て
（
笑
）。

ほ
お
～
！　
原
体
験
で
す
ね
。

そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
ム
ー
ミ

ン
が
ち
ょ
っ
と
思
い
出
深
い
で
す
。

ム
ー
ミ
ン
の
魅
力
と
は
？

誰
の
た
め
に
で
も
あ
る
感
じ
が
す
る
。

ム
ー
ミ
ン
の
登
場
人
物
っ
て
、
本
当
に
い

ろ
ん
な
人
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
で

も
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
で
は
「
ど
う
し
て
来

た
の
？
」
と
か
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、

全
部
受
け
入
れ
て
く
れ
る
。
好
き
に
し
て

い
い
ん
だ
よ
っ
て
感
じ
。
今
読
む
と
、
１

人
で
い
る
人
と
か
、悩
ん
で
い
る
人
と
か
、

そ
う
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
読
ん
だ
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
止
め
方
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
っ
て
。
子
ど
も
向
け
に
書
い
て

あ
る
け
ど
、
大
人
向
け
で
も
あ
る
な
あ
と

思
い
ま
す
。

◆　
◆　
◆

今
後
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
思
い
ま

す
か
。

も
っ
と
一
般
の
人
に
知
ら
れ
た
ら
い
い

な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。「
こ
う
い
う
こ
と

や
っ
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
広
報

し
て
よ
」と
言
わ
れ
た
り
す
る
。あ
と
や
っ

ぱ
り
入
り
に
く
い
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す

よ
ね
。
敷
居
が
高
い
っ
て
。
も
う
ち
ょ
っ

と
身
近
に
な
れ
ば
い
い
な
っ
て
思
い
ま

す
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
は
ま
だ
東
京
本
館
に

比
べ
た
ら
入
り
や
す
い
か
と
思
う
ん
で
す

け
ど
、
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
？

上
野
の
メ
イ
ン
の
エ
リ
ア
か
ら
外
れ
て
い

る
の
で
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
っ
て
入
っ

て
い
い
の
？　

っ
て
な
る
人
は
い
ま
す

ね
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
機
能
と
か
、
今

だ
っ
た
ら
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ア
プ
リ
を
作
る
と
か
。

グ
ッ
ズ
販
売
で
も
い
い
で
す
。
も
う
少
し

一
般
の
人
の
感
覚
に
沿
っ
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

フィンランドのムーミンワールド。フィンランドのムーミンワールド。



ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
第
31
回

　

国
立
国
会
図
書
館
は
令
和
4
年
4
月
14
日
に
、
ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」

第
31
回
「
成
人
の
儀
式
―
古
代
か
ら
近
世
ま
で
―
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
ト
で
は
昔
の
成
人
の
儀
式
に
つ
い
て
、
公
家
・
武
家
・
庶
民
の
3
部
構
成
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
徳
川
家
康
や
源
義
経
な
ど
歴
史
上
の
有
名
人
物
の
「
成
人
」
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、『
栄
花
物
語
』『
落
窪
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
作
品
か

ら
の
紹
介
も
盛
り
沢
山
で
す
。

　
「
元
服
」
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
実
際
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の

か
、
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
元
服
に

当
た
る「
裳も

ぎ着
」の
儀
式
に
つ
い
て
は
初
め
て
聞
く
と
い
う
方
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
機
会
に
日
本
の
成
人
の
儀
式
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

成 人 の 儀 式
―古代から近世まで―



「本の万華鏡」は「化粧」「流行り病」「和菓子」「温泉」など

31のテーマで、国立国会図書館の蔵書をご紹介する展示会で

す。どなたでも当館サイトからご覧いただけます。

本の万華鏡 検索

「元服」や「裳着」などの、かつて日本で行われていた

成人の儀式。これらはまず中国から伝わり、

公家を中心に行われました。

平安時代末頃から、武家の間でも公家の作法に

ならって儀式が行われるようになり、戦乱を経て

形を変えながらも受け継がれました。

子の成長を祝う、もう一つの儀式、七五三。

コラムではその歴史を簡単にご紹介します。

コラム

URL: https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/31/

公家の成人

江戸時代には庶民も略式ながら

成人の儀式を行うようになりました。

また男女ともに服装や髪型、化粧を変えて、

成人したことを示しました。

武家の成人

庶民の成人

七五三
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ア
ジ
ア
に
は
、
伝
統
的
に
木
を
用
い
て
建

物
を
建
て
る
国
が
あ
り
ま
す
。
日
本
が
そ
う

で
す
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
そ

の
一
つ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
建
築

様
式
が
国
や
文
化
に
よ
っ
て
違
う
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
古
い
木
造
建
築
を
保
存
す
る

た
め
の
課
題
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
歴
史
的
建

造
物
の
「
保
存
」
自
体
に
対
す
る
考
え
方
が
、

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　

本
書
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
２
月
13
日
に
開

催
し
た
研
究
会
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
木
造
建
築

文
化
」
の
報
告
書
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
伝

統
的
木
造
建
築
（
仏
教
僧
院
や
住
居
）
と
そ

の
保
存
に
つ
い
て
、
研
究
会
で
の
４
本
の
発

表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
議
論

が
、
日
本
語
版
と
英
語
版
で
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
で
は
主
に
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
を
紹
介
し
、
望
ま
し
い
保
存
の
あ
り

方
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
一
つ
目
の
発
表
で
は
、
18
世

紀
か
ら
19
世
紀
に
建
立
・
建
造
さ
れ
た
木
造

建
築
に
関
し
て
、
そ
の
意
匠
や
空
間
構
成
を

解
説
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の
保
存

の
た
め
の
課
題
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府

が
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
を
定
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
的

木
造
建
築
を
調
査
し
、
そ
れ
を
記
録
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
発
表
で
は
、
建
築
技
術
の
観
点

か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
伝
統
的
木
造
建
築
の

構
造
が
、
掘
立
式
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
実
施
さ

れ
て
い
る
修
理
手
法
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

元
の
様
式
の
調
査
や
失
わ
れ
た
技
術
の
復
原

と
継
承
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

も
、歴
史
的
建
造
物
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
、

発
表
者
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
の
研
究
者
か
ら
は
、
僧
院
を
地
域
社

会
の
中
心
と
し
て
、
保
存
・
修
復
・
改
修
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
言
う
意
見
が
出
さ
れ

ま
す
。
他
方
、
日
本
の
研
究
者
か
ら
は
、
仏

教
へ
の
篤
い
信
仰
心
の
た
め
に
、
古
い
木
造

の
僧
院
が
建
て
替
え
ら
れ
た
り
、
元
の
様
式

と
は
違
っ
た
「
再
建
」
が
さ
れ
た
り
し
た
事

例
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
が
、

現
存
す
る
建
造
物
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
の

重
要
性
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
歴
史

的
建
造
物
の
「
保
存
」
に
対
す
る
考
え
方
が
、

国
や
地
域
、
宗
教
な
ど
に
よ
っ
て
、
異
な
る

こ
と
が
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。本
書
は
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
事
例
を
通
し
て
、
歴
史
的
建
造
物

の
保
存
と
そ
の
技
術
の
継
承
に
つ
い
て
考
え

る
の
に
、
参
考
と
な
る
視
点
を
提
示
し
て
い

ま
す
。

　

本
書
の
内
容
は
、
専
門
的
な
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
木
造
建
築
や
そ
の
木
彫
の
装
飾

の
写
真
な
ど
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
や
建
築
学
に
親
し

み
の
な
い
人
で
も
楽
し
め
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

（
杉
野 

晟
也
）

ミャンマーの木造建築
文化
Traditional wooden buildings in 
Myanmar
国立文化財機構東京文化財研究所　
2015.3　171p；30cm
<請求記号 KA111-L2>

※本書は東京文化財研究所ホームページで PDFが閲覧可能です。
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図
書
、
雑
誌
等
を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
追
加
し
ま
し
た

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
左
記
の
約
２
３
、５
０
０
点
を
「
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
追
加
し
ま
し
た
。

※
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
本

文
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
な
い
資
料
に
つ
い
て
も
、

書
誌
事
項
（
タ
イ
ト
ル
、
著
者
等
）
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

検
索
で
き
ま
す
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
改
善

す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
公
表
の
お
知
ら
せ

　

令
和
３
年
度
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
々
に
対
す
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加

え
、
個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
改
善
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
令
和
３
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ペ
ー
ジ

　
h

ttp
s://w

w
w

.n
d

l.g
o.jp

/jp
/ab

outus/en
q

uete/

enquete2021_01.htm
l

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
立
国
会
図
書
館
に
つ

い
て>
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト>

令
和
３
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果

令
和
４
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

　

左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
か
ら
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.htm

l

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
立
国
会
図
書
館
に
つ

い
て>

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

　

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を

対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

※
実
施
期
間　

５
月
６
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
月
）

各
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
実
施
期
間　

コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

実
施
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
及
び
各
コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ

ス
の
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

総
務
部 

企
画
課 

評
価
係

　

電
子
メ
ー
ル　

hyoka@
ndl.go.jp

コレクション 追加数

図書 約300点

雑誌 約6,300点

古典籍資料 約500点

憲政資料 約3,900点

日本占領関係資料 約10,100点

プランゲ文庫 約1,100点

録音・映像関係資料 約600点

地図 約400点

特殊デジタルコレクション 14点

パッケージ系電子出版物 約300点

国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/）に追加した資料（3月15日）国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/）に追加した資料（3月15日）

https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/enquete2021_01.html
https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/enquete2021_01.html
https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.html
https://dl.ndl.go.jp/
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
５
６
号

　
「 
奴
隷
制
の
抜
け
道
を
ふ
さ
ぐ
」
―
米
国
に
お
け
る
憲
法
改
正

の
動
向
―

富
裕
層
減
税
と
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
―
所
得
格
差
の
規
定
要
因

を
め
ぐ
る
考
察
と
論
点
整
理
―

日
本
に
お
け
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
現
状
と
課
題
―
公
共
交
通
政

策
と
都
市
の
持
続
可
能
性
―

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
著
作
権
制
度
の
課
題

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
４
年
度
予
算

　

国
の
令
和
４
年
度
予
算
が
令
和
４
年
３
月
22
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
４
年
度
歳
出
予
算
額
は
、

２
０
２
億
４
３
３
６
万
１
０
０
０
円
で
す
。
そ
の
概
要
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

A4 102頁 月刊 1,100円（税込）　A4 102頁 月刊 1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会

令和 4 年度歳出予算額 （単位：千円）
（項）国立国会図書館 19,003,302

　人件費 10,051,666
　国立国会図書館共通経費 178,703
　国会サービス経費 286,749
　資料費 2,375,633
　　うち納入出版物代償金 397,476
　情報システム経費 3,280,642
　東京本館業務経費 1,590,690
　国際子ども図書館業務経費 262,374
　関西館業務経費 976,845

（項）国立国会図書館施設費 1,240,059
　東京本館庁舎整備費 689,156
　関西館庁舎整備費 490,221
　国際子ども図書館庁舎整備費 60,682
計 20,243,361

予算の費目別構成比（令和4年度）予算の費目別構成比（令和4年度）

情報システム経費
16.2%

人件費49.7%

施設費
6.1%

その他の業務経費
16.3%

資料費
11.7%

＃29　東京本館 国立国会図書館
ギャラリー前に置かれた模型

（東京本館）
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